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本
定
例
会
で
は
一
般
会
計
ほ
か
８
会
計
の
平
成

27
年
度
決
算
の
認
定
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び
分
科

会
を
設
置
し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
を

合
計
し
た
歳
入
総
額
は
５
４
８
億
８
３
７
９
万
１

８
６
０
円
、
歳
出
総
額
は
５
２
６
億
３
２
３
０
万

９
３
３
７
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
22
億
５
１

４
８
万
２
５
２
３
円
で
あ
り
、
決
算
総
額
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約
34
億

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。（
各
会
計
の
詳
細
は
下

記
の
と
お
り
）

　

な
お
、
当
年
度
の
一
般
会
計
に
お
い
て
継
続
費

逓
次
繰
越
及
び
繰
越
明
許
費
が
翌
年
度
に
繰
り
越

さ
れ
、
特
別
会
計
に
お
い
て
も
繰
越
明
許
費
が
あ

り
所
要
の
財
源
と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計ほか
８会計決算を認定

決
算
の
概
要

平成
27
年度

■ 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

副委員長
鈴木　　央

委員長
髙木　雄大

■ 一般会計及び各特別会計別決算の状況 （単位：円）

■ 企業会計決算の状況 （単位：円）

区　　　分

区　　　分

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予算額 決算額

予算現額 歳入総額（ A） 歳出総額（ B） 差引残額（A）－（B）

合　　　計

一 般 会 計

水道事業会計

特　

別　

会　

計

36,105,288,526 34,682,630,586 33,463,806,779 1,218,823,807

1,631,000,000 1,668,753,962

1,572,000,000 1,514,371,882

266,380,000 173,448,476

702,240,800 588,985,929

9,841,700,000 10,113,596,139 9,646,517,336 467,078,803

2,239,500,000 2,170,280,637 1,963,413,607 206,867,030

205,100,000 204,665,048 188,959,195 15,705,853

6,247,400,000 6,138,797,370 5,857,958,573 280,838,797

911,900,000 953,276,732 893,973,832 59,302,900

626,038,000 618,758,368 616,685,179 2,073,189

1,180,000 1,786,980 994,836 792,144

20,072,818,000 20,201,161,274 19,168,502,558 1,032,658,716

56,178,106,526 54,883,791,860 52,632,309,337 2,251,482,523

国 保

下 水 道

農 業 集 落

介 護 保 険

子育て支援

後期高齢者

須賀川財産

小 計

おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （2）



合計

　

自
主
財
源
の
中
枢
で
あ
る
市
税
の
決
算

額
は
、市
税
徴
収
率
の
向
上
な
ど
で
個
人

市
民
税
が
増
加
し
た
も
の
の
、市
内
企
業

の
業
績
低
迷
な
ど
に
よ
り
法
人
市
民
税

が
前
年
度
比
３５
・
２
％
の
大
幅
な
減
少
と

な
っ
た
た
め
、市
民
税
全
体
と
し
て
は
６

億
５
８
８
万
６
２
８
９
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
固
定
資
産
税
も
１
億
２
３

７
３
万
２
９
７
５
円
減
少
し
て
お
り
、市
税

全
体
で
は
７
億
４
１
２
７
万
３
４
１
６
円

減
少
し
、市
税
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
は

２９
・
４
％（
前
年
度
３３
・
１
％
）の
減
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
な
ど
か
ら

自
主
財
源
全
体
に
お
い
て
も
５
億
３
１
３

８
万
８
３
２
７
円
の
減
少
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源

は
前
年
度
と
比
較
し
て
、地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
増
加
、ま
た
大
田
原
小
学
校
及
び

紫
塚
小
学
校
改
築
に
伴
う
市
債
等
が
増

加
し
た
こ
と
で
、全
体
と
し
て
２１
億
５
５
８

３
万
３
５
３
２
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、歳
入
全
体
で
は
１６
億
２

４
４
４
万
５
２
０
５
円（
４
・
９
％
）増
加
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

平成27年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

平成23年度

■ 自主財源計 ■ 依存財源計

■ 歳入 ■ 歳出 ■ 歳計剰余金

44.6％

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

55.4％

48.3％ 51.7％

42.2％ 57.8％

45.5％ 54.5％

44.9％ 55.1％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

一
般
会
計
の
概
要

市税　29.4%
101億9306万円

自主財源計
44.6%

154億2775万円

市債
9.5%

32億8760万円

依存財源計
55.4%

192億5487万円

国庫支出金
13.0％

44億8841万円

県支出金
6.2％
21億4997万円

その他依存財源　1.7%
6億4186万円

地方交付税
20.6%

71億5325万円

繰入金　4.5％
15億6174万円

地方消費税交付金　4.4％
15億3376万円※万円未満を端数処理しているしているため、

　実際の数値と異なることがあります。

その他自主財源
10.7％

36億7294万円

（百万円）

一
　
般

特
　
別

計
一
　
般

特
　
別

計
一
　
般

特
　
別

計
一
　
般

特
　
別

計
一
　
般

特
　
別

計

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

346億8263万円
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■ 平成27年度 歳入決算グラフ

■ 決算規模の推移

■ 過去5年間の財源別構成比の推移



■ 平成27年度 歳出決算グラフ

　

歳
出
決
算
額
は
、予
算
現
額

に
対
し
て
９２
・
７
％
の
執
行
率

で
あ
り
、前
年
度
と
比
較
し
１８

億
４
５
７
０
万
５
１
８
８
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

科
目
別
に
み
た
決
算
額
の
主

な
構
成
比
は
民
生
費
２９
・
５
％

が
最
も
高
く
、次
い
で
教
育
費

１４
・
５
％
、
公
債
費
１２
・
３
％
、

総
務
費
１２
・
１
％
、土
木
費
１１
・

５
％
、衛
生
費
７
・
３
％
及
び
消

防
費
４
・
４
％
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

前
年
度
決
算
額
と
比
較
す

る
と
、生
活
保
護
費
の
増
加
や

那
須
地
区
消
防
本
部
庁
舎
用

地
の
再
取
得
費
、小
学
校
改
築

等
に
よ
り
、
民
生
費
、
消
防
費

及
び
教
育
費
等
が
増
加
し
、住

宅
除
染
経
費
等
や
雇
用
創
出

総
合
対
策
事
業
費
の
減
な
ど
に

よ
り
総
務
費
、労
働
費
等
が
減

少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、人
件
費
、扶
助
費
及

び
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務

的
経
費
は
前
年
度
と
比
較
し
、

３
億
８
１
４
万
５
千
円
（
２
・

１
％
）増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

※万円未満を端数処理しているしているため、
　実際の数値と異なることがあります。

人件費　14.5%
48億6227万円

扶助費　17.3%
57億8737万円

義務的経費
44.1%

147億6466万円

その他の経費
43.6%

146億881万円

投資的経費
12.3%

40億9033万円
補助費等
14.9%

49億9950万円

物件費
13.8%

46億1295万円

繰出金　10.2%
34億1292万円

その他の経費　4.7％
15億8343万円

公債費　12.3%
41億1501万円

普通建設事業費
災害復旧事業費
　12.3%

40億9033万円

決算審査特別委員会の日程

■ 過去５年間の科目別構成比の推移

9月7日

9月12日

9月13日

9月14日

●正副委員長の互選

●分科会の設置

●第１分科会

●第２分科会

●第３分科会

●第４分科会

●決算審査全体会

平成27年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

平成23年度

■ 議会費　　■ 総務費　　■ 民生費　　■ 衛生費　　■ 労働費　　■ 農林水産業費　　■ 商工費　　■ 土木費

■ 消防費　　■ 教育費　　■ 災害復旧費　　■ 公債費

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％
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0.9 0.1 0.1

12.1 12.314.511.57.3 4.3 4.43.029.5

0.9 1.1 0.0

13.6 13.012.011.57.1 4.1 3.53.030.2

0.8 1.1 0.1

17.6 11.410.715.96.0 5.0 3.33.324.8

0.9 1.2 1.7

14.0 12.411.314.37.9 3.3 3.23.426.4

1.1 1.1 2.3

14.9 12.510.913.57.2 3.3 3.53.226.5



財政の健全化に関する状況について

　本市の平成27年度決算に係る財政状況は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する

健全化判断比率及び資金不足比率の基準内であり、平成26年度決算と比較すると、実質公債費比率は

0.7ポイント、将来負担比率は５ポイントそれぞれ改善し、直近３年間で見ても改善傾向で推移しており、

本市の財政は健全に運営されていると認められます。

決算審査の様子

（ 注：「－」は、赤字又は資金不足を生じていないため当該数値については該当なしを表す。）

（単位：％）

※実質公債費比率…市の収入に対する借金返済の

　割合を示すもの。18%以上だと、新たな借金をする

　ために国や都道府県の許可が必要。

※将来負担比率…将来負担すべき実質的な負債の

　標準財政規模に対する比率であり、将来財政を

　圧迫する可能性が高いかどうかを示すもの。

※経常収支比率…人件費や公債費など義務的経費に

　一般財源がどの程度費やされているか示すもの。

※財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指数

　で、指数が高いほど財源に余裕がある。

経常収支比率

⑶ 農業集落排水事業

⑵ 下水道事業

⑴ 水道事業

1 実質赤字比率

2 連結実質赤字比率

3 実質公債費比率

4 将来負担比率

5 資金不足比率

健全化判断比率及び

資金不足比率

平成27年度

決算に係る比率

早期健全化基準

又は

経営健全化基準

平成26年度

決算に係る比率

備 考

平成25年度

決算に係る比率

27年度 26年度

財政力指数

94.6％ 94.2％

0.650

－

－
10.0

47.4

－

－

－

12.51

17.51

25.0

350.0

20.0

20.0

20.0

－

－
10.7

52.4

－

－

－

－

－
11.4

60.9

－

－

－

0.652
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議案番号 議案件名 結 果

平
成
27
年
度 

決
算
認
定

平成28年

第3回

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、

去
る
９
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
の

16
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
案
件
は
、
平
成
27
年
度
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

と
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告

２
件
、
監
査
委
員
、
教
育
委
員
会

委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
の
人

事
案
件
４
件
、
那
須
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
議

案
１
件
、
平
成
27
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
余
剰
金
処
分
に

つ
い
て
の
議
案
１
件
、
平
成
27
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
等
の
認
定
議
案
９
件
、

新
庁
舎
工
事
請
負
契
約
な
ど
契
約

議
案
２
件
、
平
成
28
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
議
案

５
件
な
ど
合
わ
せ
て
22
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で

あ
り
ま
す
。
前
会
計
年
度
の
歳

入
歳
出
予
算
の
執
行
に
関
し
、

議
会
は
認
定
す
る
権
限
が
あ
る

た
め
、
常
任
委
員
会
ご
と
の
分

科
会
と
全
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
審
査
を
行
い
認
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
議
員
提

案
１
件
を
追
加
上
程
さ
れ
た
ほ

か
、
各
常
任
委
員
長
及
び
決
算

審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら

委
員
会
に
お
け
る
付
託
案
件
の

審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
後

採
決
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
23
議
案
、
原
案
通
り
可

決
・
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
３
日

間
で
17
人
の
議
員
が
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は

次
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
議
会
定
例
会

報告第８号 報告受理平成２７年度健全化判断比率及び資金不足比率について

報告第９号 報告受理市長の専決処分事項の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

議案第４７号 同意（全会一致）大田原市監査委員の選任につき同意を求めることについて（花塚信義氏・再任）

議案第４８号 同意（全会一致）大田原市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（川上聖子氏・再任）

議案第４９号 同意（全会一致）大田原市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（森泉氏・新任）

議案第５３号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５５号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５６号 原案可決 (全会一致 )平成２７年度大田原市農業集落排水事業特別歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５０号
推薦することに

異議なし (全会一致 )人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（熊田幸雄氏・新任）

認　　定
(賛成多数 )

平成２７年度大田原市国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて議案第５４号

原案可決
(全会一致 )

那須地区広域行政事務組合規約の一部変更に伴う協議について（栃木県
が定める救急医療施設運営費等補助金交付要領の改正によって、共同処
理の内容等の変更に伴い協議するもの）

議案第５１号

原案可決
(賛成多数 )

平成２７年度大田原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
（未処分利益剰余金1億7,668万1,330円のうち8,074万8,364円を減
債積立金に積み立て、残余全額を自己資本金に組み入れるもの）

議案第５２号

平成２8年 第3回大田原市議会定例会  審議された議案等と結果

おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （6）



議案番号 議案件名 結 果

「
市
民
５
分
間
演
説
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
田
原
市
議
会
で
は
、

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
方
で
、

議
案
に
対
す
る
賛
否
や

市
の
一
般
事
務
に
つ
い

て
、
自
分
の
意
見
を
自

由
に
発
言
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
市
民
５
分
間
演

説
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
議
員
の
前
で
演
説

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市

民
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
演
説
申
込
に
つ
い
て
）

　

演
説
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
定
例
会
の
各
常

任
委
員
会
開
催
日
３
日
前
の

正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局
に

市
民
５
分
間
演
説
申
込
書

（
様
式
第
１
号
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
演
説

に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

平成２8年 第3回市議会定例会における表決状況一覧 (賛否が分かれた議案)
前
田
雄
一
郎

髙 

﨑　

和
夫

千
保　

一
夫

小
野
寺
尚
武

本
澤　

節
子

引
地　

達
雄

黒
澤　

昭
治

髙
野　

礼
子

君
島　

孝
明

藤
田　

紀
夫

小
池　

利
雄

大
豆
生
田
春
美

中
川　

雅
之

髙
瀨　

重
嗣

髙
木　

雄
大

櫻
井
潤
一
郎

弓
座　

秀
之

鈴 
木　
　

央

印
南　

典
子

滝
田　

一
郎

星　
　

雅
人

秋
山　

幸
子

議

案

小
林　

正
勝

深
澤　

賢
市

菊
池　

久
光

前
野　

良
三

◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 52 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 53 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 54 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 55 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 57 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 58 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 59 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 60 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 61 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯× ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 62 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯欠◯◯ ◯－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議案第 63 号
◯◯◯◯◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯◯ ×－◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議員案第 3号

（ ◯：賛成　×：反対　欠：欠席　※引地達雄議長は採決に原則加わりません ）

議案第５７号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５８号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市子育て支援券特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第５９号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第６０号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市須賀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第６１号 認定（賛成多数）平成２７年度大田原市水道事業会計決算の認定を求めることについて

議案第６２号 原案可決 (賛成多数 )工事請負契約について（大田原市新庁舎建設工事：契約金額45億5,385万3,480円）

議員案第３号 原案可決 (賛成多数 )タブレット端末等の導入にかかる予算の拡充を求める意見書の提出について

議案第６４号 原案可決 (全会一致 )平成２８年度大田原市一般会計補正予算（第２号）（補正金額：4億1,470万円）

議案第６３号 原案可決
(賛成多数 )

工事請負契約の変更について（紫塚小学校管理特別教室棟増改築工事の
変更：金額1,220万400円の増額）

議案第６５号 原案可決
(全会一致 )

平成２８年度大田原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
（補正金額：108万円）

議案第６６号 原案可決
(全会一致 )

平成２８年度大田原市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
（補正金額：7,000万円）

議案第６７号 原案可決
(全会一致 )

平成２８年度大田原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（補正金額：980万円）

議案第６８号 原案可決
(全会一致 )

平成２８年度大田原市介護保険特別会計補正予算（第１号）
（補正金額：2億1,056万円）

おおたわら市 議会だより（7） 平成 28 年11月1日
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質
問
：
大
田
原
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
近
年
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を

活
用
し
つ
つ
、
一
般
の
農
林
水
産
物

や
食
品
と
の
差
別
化
を
図
り
、
そ
の

価
値
、
評
価
を
高
め
よ
う
と
す
る
地

域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
取
り
組
み
が
全

国
各
地
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
も

と
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
品

等
を
市
内
外
に
継
続
的
に
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
田
原
市
そ

の
も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
、
雇
用

の
確
保
や
定
住
促
進
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
市
の
肥
沃
な
大
地
で
生

ま
れ
育
っ
た
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、

市
場
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
は
本
市
の
産
業
振
興
に

と
っ
て
は
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
今

現
在
考
え
て
い
る
支
援
策
で
す
が
、

ま
ず
統
一
マ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
話
に

よ
る
と
、
既
に
独
自
の
マ
ー
ク
が
あ
っ

て
、
シ
ー
ル
が
幾
つ
も
張
ら
れ
る
の

は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
よ
う
な

話
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
関
係
者
の
方
々
と
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質
問
：
地
域
防
災
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

予
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
現
在
、
昨
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
を
踏
ま

え
、
国
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
県
が
管
理
す
る
河
川

に
お
い
て
も
浸
水
想
定
区
域
の
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
に
よ
る

改
定
時
に
お
い
て
、
総
合
的
に
検
討

し
、
次
期
改
定
の
際
に
は
防
災
情
報

の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
形
で
、

何
ら
か
の
形
の
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
東
京
都
の
教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
東
京
防
災
ノ
ー
ト
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
防
災
教
育
の
中
で
は
必

要
か
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁
：
議
員
ご
提
案
の
防
災
ノ
ー
ト

は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
防
災

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
認
識
す
る
た

め
に
は
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
防
災
ノ
ー

ト
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
で
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
精
査

を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

大
田
原
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

に
つ
い
て

小池　利雄 議員菊池　久光 議員

地
域
防
災
に
つ
い
て

一般質問
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質
問
：
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を

作
っ
て
み
て
は
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
い
た
い
。

答
弁
：
戸
籍
法
施
行
規
則
及
び
通
達

の
定
め
る
様
式
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
法
定
規
定
項
目
、

サ
イ
ズ
、
そ
の
他
の
記
載
内
容
を
満

た
し
て
い
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻

届
書
を
作
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
大
田
原
市
に
お
い
て

も
祝
福
の
気
持
ち
を
込
め
て
婚
姻
を

さ
れ
た
二
人
の
思
い
出
に
残
る
よ
う

な
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
の
作

成
に
向
け
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
い
つ
を
目
標
に
作
っ
て
い
た

だ
け
る
か
伺
い
た
い
。

答
弁
：
来
年
度
当
初
か
ら
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
記
念
撮
影
の
で
き
る
大
型
専

用
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
設
置
を
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答
弁
：
現
在
、
婚
姻
届
等
戸
籍
の
受

付
を
し
て
い
る
市
民
課
は
、
仮
設
庁

舎
Ａ
棟
１
階
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

が
、
仮
設
庁
舎
の
た
め
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
大
変
狭
く
、
記
念
撮
影
用
の
大

型
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
場
所
の
確
保

が
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
新
庁
舎
竣
工
に
合
わ
せ
て

設
置
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

質
問
：
庁
舎
建
設
の
入
札
応
募
会
社

が
、
わ
ず
か
３
社
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
は
。

答
弁
：
新
庁
舎
の
建
設
に
当
た
り
、高

度
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
施

工
者
を
選
定
す
る
た
め
に
技
術
提
携

案
及
び
価
格
等
を
総
合
的
に
評
価
す

る
総
合
評
価
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
り
副
市
長
・
市
職
員

３
名
・
学
識
経
験
者
３
名
の
計
７
名
の

審
査
員
で
構
成
す
る
大
田
原
市
新
庁

舎
建
設
工
事
総
合
評
価
落
札
方
式
審

査
会
を
設
置
し
ま
し
た
。審
査
の
方
法

は
、落
札
者
決
定
基
準
を
も
と
に
各
社

か
ら
提
案
さ
れ
た
提
案
書
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
提
案
事
項
、提
案
項
目
、

価
格
項
目
そ
れ
ぞ
れ
を
点
数
化
し
、合

計
点
が
最
も
高
い
者
を
落
札
者
と
す

る
も
の
で
す
。

　

提
案
項
目
に
つ
い
て
は
、技
術
協
力

業
務
の
実
施
方
針
や
市
内
業
者
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
評
価
項
目
ご
と
に

採
点
し
ま
し
た
。価
格
項
目
に
つ
い
て

は
、品
質
を
下
げ
ず
に
コ
ス
ト
を
下
げ

る
技
術
提
案
、い
わ
ゆ
る
Ｖ
Ｅ
提
案
に

関
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

入
札
金
額
は「
安
藤
・
間
」が
42
億
６

８
５
０
万
円
・「
清
水
建
設
」が
43
億
６

千
万
円
・「
大
成
建
設
」が
49
億
８
千
万

円
で
あ
り
、そ
の
結
果
、安
藤
・
間
を
落

札
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
に

つ
い
て

大豆生田 春美 議員深澤　賢市 議員

庁
舎
建
設
の
入
札
に

つ
い
て

一般質問

※

※
Ｖ
Ｅ 

（
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
の
略
）

　
　
　

 

…「
品
質
を
確
保
し
つ
つ
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
」方
法
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質
問
：
移
住
・
定
住
の
セ
ミ
ナ
ー
を

都
市
部
で
開
催
す
る
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
年
１
月
に
栃
木
県
が
移
住

専
門
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
東
京

都
に
あ
る「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」に
入
会
し
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
今
月（
９
月
）に
、市
内

に
設
置
し
た「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」の
業
務
の
中
に
は
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
に
は
、ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
で
大
田
原
市
移
住
・
定
住
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、大
田
原
市
に
移
住
し

た
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
予

定
で
す
。今
回
を
契
機
に
今
後
も
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
空
き
家
を
活
用
し
た（
大
田
原

暮
ら
し
）体
験
ツ
ア
ー
の
開
催
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
空
き
家
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
と
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

今
年
度
市
内
の
空
き
家
等
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
活
用
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
移
住
・
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
大
田
原
市
に
移
住
し
た
方
々

か
ら
協
力
を
得
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
始

め
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
ご
支
援
を
頂

け
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
園
芸
農
家
へ
の
周
知
及
び
見

通
し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
：
よ
り
多
く
の
農
業
者
に
本
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
那

須
野
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
て
各

作
物
部
会
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
見
通
し
は
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
７
４
１
７
万
４
０
０
０
円

の
要
望
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
後

第
３
回
目
の
要
望
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

質
問
：
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等

の
国
庫
補
助
事
業
へ
の
市
上
乗
せ
補

助
金
新
設
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
：
補
助
率
の
均
衡
を
図
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
後
継
者
申
請
分
に
特
化
し
て

で
も
、
雇
用
と
一
緒
の
考
え
方
で
未

来
先
行
投
資
を
や
ら
な
く
て
は
だ
め

な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答
弁
：
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
慎
重
に
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

質
問
：
ネ
ギ
の
共
同
選
別
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
：
具
体
的
な
提
案
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
関
係
市
町
と
も
協
議
を
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
移
住
・
定
住
促
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

弓座　秀之 議員滝田　一郎 議員

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
等
を
活
用
し
た

園
芸
振
興
に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより（11） 平成 28 年11月1日

質
問
：
那
須
塩
原
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
駅
の
所
在
地
の
那
須
塩
原
市

が
大
田
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町

に
協
力
を
呼
び
か
け
、
平
成
27
年
３

月
に
４
市
町
で
組
織
す
る
Ｊ
Ｒ
那
須

塩
原
駅
東
口
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
整
備
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
11
月
に
那
須

地
域
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
で
あ
る

那
須
塩
原
市
が
策
定
し
ま
し
た
那
須

地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
づ
け
、
定
住
自
立
圏
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
の
進

捗
状
況
で
す
が
、
那
須
塩
原
市
が
主

体
と
な
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を

進
め
て
お
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

工
事
の
設
計
に
先
立
ち
、
東
口
広
場

の
歩
行
者
動
線
や
連
絡
通
路
本
体
及

び
支
障
物
件
へ
の
影
響
を
勘
案
し
た

基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
那
須
塩
原
市
を
主
体
と
し

て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
重
ね
た

上
、
実
施
設
計
の
策
定
、
設
置
工
事

に
着
手
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
協

議
会
に
お
い
て
事
業
費
の
負
担
割
合

や
設
置
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。
設
置
時
期
は
明
確

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
市
と
し

て
は
早
期
設
置
に
向
け
、
で
き
る
限

り
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
：
集
落
営
農
の
組
織
化
・
法
人

化
へ
の
支
援
の
実
績
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁
：
全
国
的
に
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
く
な
る
中
、
特
に
担
い
手
の

少
な
い
地
区
に
お
い
て
は
地
域
の
合

意
を
前
提
に
集
落
営
農
の
組
織
化
、

法
人
化
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る

が
、
人
と
農
地
に
関
す
る
問
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
地

域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
各
地
区
で

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
24
年
８
月
に
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
集
落
営
農
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
集
落
営
農
か
ら
法
人
化
さ
れ

た
件
数
は
３
件
あ
り
、
那
須
野
農
業

協
同
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
地

域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
集
落
営
農
組

織
の
法
人
化
を
一
層
加
速
さ
せ
る
た

め
の
集
落
営
農
法
人
支
援
加
速
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
市
は
栃

木
県
と
と
も
に
財
政
支
援
を
し
て
、

平
成
28
年
度
は
、
３
つ
の
集
落
営
農

組
合
の
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
集
落
営
農
の
組
織
化
、
法

人
化
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
柱
と
し
、
引
き
続
き
積

極
的
に
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

那
須
塩
原
駅
東
口

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て

星　　雅人 議員櫻井 潤一郎 議員

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （12）

質
問
：
大
田
原
市
で
は
、
１
９
８
６

年
10
月
１
日
に
、「
世
界
の
恒
久
平
和

は
人
類
の
願
い
で
あ
る
。
つ
く
ら
ず
、

持
た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
の
非
核
三

原
則
を
堅
持
す
る
こ
と
を
す
べ
て
の

人
々
と
と
も
に
訴
え
、
緑
と
光
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
豊
か
な
自
然
と
平
和
を

希
求
す
る
市
民
の
願
い
達
成
の
た
め
、

こ
こ
に
大
田
原
市
は
非
核
平
和
都
市

を
宣
言
す
る
」
と
高
ら
か
に
う
た
い

上
げ
て
い
ま
す
。
１
９
４
５
年
８
月

６
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
投
下
し
た
原

子
爆
弾
が
広
島
の
ま
ち
を
壊
滅
さ
せ

ま
し
た
。
惨
状
を
伝
え
る
写
真
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
・
長

崎
の
実
相
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
原

爆
写
真
展
を
開
催
す
る
お
考
え
は
あ

る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁
：
県
内
に
お
い
て
も
全
て
の
市
、

町
で
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
二
度
と

過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
宣
言
文
に
込

め
ら
れ
た
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
う
こ
と
は
各
自
治
体

と
も
同
じ
と
考
え
て
い
る
。

　

原
爆
写
真
展
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
へ
の
平
和
事
業
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
大
変
有
意

義
な
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本

市
で
の
会
場
と
し
て
、
新
庁
舎
が
完

成
し
た
際
に
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等

を
活
用
し
て
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問
：
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は
「
今
後
急

増
が
見
込
ま
れ
る
首
都
圏
の
高
齢
者
」

を
「
人
口
減
少
に
よ
り
活
力
を
失
っ

て
い
く
地
方
」
に
移
住
さ
せ
、
２
つ

の
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
よ
う
と
す

る
夢
の
よ
う
な
構
想
だ
。
し
か
し
、

現
在
す
で
に
深
刻
な
高
齢
化
問
題
を

抱
え
て
い
る
地
方
自
身
に
と
っ
て
、

失
礼
な
が
ら
介
護
予
備
軍
と
も
言
え

る
首
都
圏
の
中
高
齢
者
を
喜
ん
で
招

致
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
将
来
リ

ス
ク
が
大
き
過
ぎ
る
。
ま
た
同
様
の

努
力
を
し
て
い
る
他
地
域
と
競
争
し

て
、
移
住
・
定
住
者
を
奪
い
合
い
、

自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
は
、
と
生
き
残

り
を
か
け
て
い
る
が
、
も
は
や
人
口

減
少
を
前
提
と
し
て
、
現
在
市
民
で

あ
る
高
齢
者
対
策
を
初
め
、
市
民
の

安
全
安
心
と
大
田
原
み
ず
か
ら
が
輝

い
て
い
る
よ
う
な
施
策
の
充
実
に
邁

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
：
人
口
減
少
の
解
消
、
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
事
業
と
し
て
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
構
想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
将
来
に
わ
た
る
医
療
、
介
護
に

か
か
る
費
用
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
等
の
移
住
に
よ
る

消
費
活
動
の
活
性
化
や
就
労
に
よ
る

経
済
活
動
拡
大
な
ど
の
経
済
波
及
効

果
は
、
医
療
・
介
護
費
な
ど
の
社
会

保
障
費
負
担
増
よ
り
上
回
る
と
い
う

試
算
も
出
て
い
る
。

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」を

掲
げ
る
大
田
原
市
で
の
原
爆

写
真
展
開
催
に
つ
い
て

秋山　幸子 議員千保　一夫 議員

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
首
都
圏
の

高
齢
者
の
地
方
移
住
推
進
）へ
の

取
り
組
み
は
慎
重
に
す
べ
き

一般質問



おおたわら市 議会だより（13） 平成 28 年11月1日

質
問
：
新
庁
舎
整
備
後
の
各
支
所
の

利
活
用
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
新
庁
舎
は
、
集
約
性
の
高
い

庁
舎
と
し
て
整
備
し
、
湯
津
上
庁
舎

か
ら
は
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
会
の
各
事
務
所
が

本
庁
舎
に
移
り
ま
す
。
新
庁
舎
完
成

後
も
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両

郷
出
張
所
、
須
賀
川
出
張
所
の
２
支

所
２
出
張
所
体
制
は
継
続
を
し
ま
す
。

　

湯
津
上
庁
舎
は
総
合
窓
口
課
が
残

る
ほ
か
、
会
議
室
及
び
２
階
の
図
書

室
は
現
在
の
ま
ま
使
用
す
る
予
定
で
、

本
庁
舎
に
移
転
す
る
部
署
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
面
積
は
９
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
。
湯
津
上
村
役
場

と
し
て
平
成
16
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
づ
く
り
、
地
上
２
階
地
下

１
階
建
て
述
べ
面
積
は
３
３
２
８
平
方

メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
あ
り
頑
強
で
か

つ
周
り
の
牧
歌
的
な
風
景
と
調
和
の

と
れ
た
す
ば
ら
し
い
庁
舎
で
あ
り
愛

着
の
あ
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
湯

津
上
庁
舎
の
利
活
用
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

周
辺
に
は
農
協
、
保
育
園
、
改
善
セ

ン
タ
ー
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
温
泉
施

設
等
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
含
め
、
湯
津
上
地
区
の
自
治
会

長
と
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
間
に
活
性
化
に

資
す
る
よ
う
な
有
効
活
用
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質
問
：
平
成
28
年
度
市
政
懇
談
会
に

お
け
る
各
地
区
の
要
望
に
対
す
る
本
市

の
回
答
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
市
政
懇
談
会
は
、
広
聴
事
業

の
一
環
と
し
て
自
治
会
代
表
の
皆
様

方
と
市
長
が
、
本
市
の
施
策
や
各
地

区
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
直
接

懇
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
皆

様
方
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
制
へ
の
参
加
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
各
地
区
に

お
い
て
、
毎
年
１
回
開
催
し
て
お
り
、

本
年
度
は
、
10
地
区
、
１
８
６
名
の

自
治
会
長
、
自
治
公
民
館
長
（
議
員

は
地
元
地
区
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
の
出

席
を
賜
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
懇

談
会
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
よ
り
対
応
状
況
を
議
事
録
と
と
も

に
、
自
治
会
長
宛
に
送
付
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
意
見
等
に
つ
い
て
も
、
昨

年
度
ま
で
は
、
自
治
会
長
の
み
に
対

応
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
懇
談
内
容
を
公
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
議
員
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

に
つ
い
て
は
、
他
の
地
区
へ
の
参
加

が
出
来
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
議
員
の
共
通
認
識
を
い
た
だ
け

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
庁
舎
の
整
備
計
画
に

つ
い
て

髙野　礼子 議員中川　雅之 議員

市
政
懇
談
会
に
お
け
る

各
地
区
の
要
望
と
本
市
の

対
応
に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （14）

質
問
：
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬

は
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
に
似
て
発
が

ん
性
が
あ
り
、
虫
を
殺
す
毒
性
の
強

い
農
薬
で
す
。
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死

な
ど
象
徴
的
な
出
来
事
が
起
っ
て
お

り
人
間
へ
の
影
響
は
、
特
に
子
供
の

脳
、
神
経
の
発
達
に
影
響
す
る
と
警

告
が
出
て
い
ま
す
。
発
達
障
害
、
自

閉
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
発
症
に
影
響

す
る
と
の
海
外
の
研
究
も
出
て
お
り
、

無
人
へ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中

散
布
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

答
弁
：
こ
の
農
薬
は
水
稲
の
カ
メ
ム

シ
の
防
除
に
使
わ
れ
、
他
の
殺
虫
剤

に
比
べ
、
人
や
水
生
動
物
に
対
す
る

毒
性
は
弱
い
と
さ
れ
て
お
り
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
散
布
に
つ
い
て
は
、

養
蜂
業
者
、
保
育
園
、
学
校
、
地
域

へ
実
施
時
期
の
周
知
や
注
意
喚
起
を

徹
底
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
Ｅ
Ｕ
で
は
使
用
禁
止
、
ア
メ

リ
カ
は
４
種
類
の
新
た
な
使
用
を
原

則
禁
止
。
韓
国
も
規
制
に
乗
り
出
し

て
い
ま
す
。
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
耐
性
ウ
ン
カ
の
発
生
が
大
田
原

市
で
も
出
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
。

答
弁
：
現
在
、
国
は
使
用
規
制
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
本
市
で
の
使
用
中
止

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
日
本
在
来

の
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
が
薬
剤
耐
性
を

保
有
と
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
利
用
者
利
便
を
考
え
調
整
池

を
駐
車
場
に
す
べ
き
と
思
う
が
本
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
調
整
池
を
移
し
て
駐
車
場
に

す
べ
き
か
、
ほ
か
の
方
策
は
無
い
の

か
大
変
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
蓋
を
か

ぶ
せ
て
調
整
池
機
能
を
残
し
な
が
ら

駐
車
場
に
し
て
い
く
と
い
う
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ

け
提
案
に
沿
う
よ
う
な
工
事
が
で
き

る
か
で
き
な
い
か
、
今
後
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問
：
道
の
駅
で
買
い
物
を
し
た
後

わ
ざ
わ
ざ
遠
い
駐
車
場
へ
荷
物
を

持
っ
て
い
く
の
で
す
。
雨
が
降
っ
た

時
な
ど
は
傘
を
さ
し
て
持
っ
て
い
く

の
で
す
。
早
急
に
工
事
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
：
確
か
に
、
酷
暑
の
折
、
ま
た

は
雨
の
降
っ
て
い
る
中
で
は
寂
し
さ

を
感
じ
る
風
景
を
何
回
も
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
財
源
の
確
保
の
め
ど
が
つ

い
た
折
に
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
の
危
険
性
に
つ
い
て

本澤　節子 議員君島　孝明 議員

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより（15） 平成 28 年11月1日

質
問
：
道
路
、
歩
道
の
整
備
に
伴
い

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
目
の

不
自
由
な
方
に
と
り
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

は
大
き
な
支
え
、
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
本
市
に
於
け
る
設
置
基
準
、

設
置
計
画
等
に
つ
い
て
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
設
置

済
み
既
存
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
に

は
設
置
後
の
道
路
工
事
、
経
年
劣
化

等
に
よ
り
傷
ん
で
い
る
も
の
も
散
見

さ
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
市
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。 

答
弁
：
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
設
置
指
針
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
市
で
は
市
道
市
役
所
通
り
線
、

市
道
市
役
所
前
線
、
市
道
南
金
丸
桧

木
沢
線
の
行
政
地
区
の
一
部
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
劣
化
が

進
ん
で
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現

地
調
査
の
上
保
守
対
策
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

質
問
：
都
市
計
画
税
は
恒
久
財
源
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
：
都
市
計
画
税
は
都
市
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
街
路
・

公
園
整
備
・
下
水
道
・
市
街
化
開
発
・

土
地
区
画
整
備
事
業
等
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
土
地
や
家
屋
の
利
用

価
値
が
向
上
し
、
そ
の
所
有
者
の
利

益
が
増
大
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
、
利
益
関
係
に
着
目
を
い
た

し
ま
し
て
土
地
及
び
家
屋
の
所
有
者

に
課
せ
ら
れ
る
市
町
村
税
で
、
こ
れ

ら
の
経
費
に
充
て
る
た
め
の
目
的
税

で
す
。

質
問
：
土
地
を
ベ
ー
ス
に
し
た
課
税

シ
ス
テ
ム
は
超
高
齢
化
社
会
に
と
っ

て
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
と
思
う
が
。

答
弁
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り

わ
が
国
は
高
齢
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
い
て
は
、
資
産
は
あ
る
が
所
得
の

少
な
い
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
資
産
に
対
し
て

高
齢
化
の
た
め
の
対
策
を
講
ず
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
税
の
体
系

上
、
所
得
税
・
消
費
税
・
資
産
税
等

の
間
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
系
に

配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
都
市
計
画
税
の
課
税
に
つ
い
て
は

そ
の
必
要
性
及
び
重
要
性
を
考
慮
し

引
き
続
き
納
税
者
の
理
解
を
得
て
負

担
に
つ
い
て
も
公
平
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備

に
つ
い
て

鈴木　　央 議員小野寺 尚武 議員

都
市
計
画
税
は
廃
止
の

方
向
性
で
考
え
る
べ
き

一般質問



おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （16）

質
問
：
大
田
原
市
地
域
防
災
計
画
に

「
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
」
を
登
録
す

る
と
あ
る
が
、
登
録
現
状
は
。

答
弁
：
２
種
類
あ
り
、
一
つ
は
災
害

用
の
携
帯
電
話
で
危
機
管
理
課
に
配

備
し
て
お
り
、
も
う
一
方
は
衛
星
回

線
通
信
と
し
た
災
害
用
の
電
話
を
配

備
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
消
防
団

員
に
は
配
備
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
こ
の「
災
害
時
優
先
携
帯
電

話
」
に
登
録
す
る
こ
と
は
無
料
で
、

特
別
な
料
金
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
の
救
助
や
消
火
に
あ
た
る
消
防
団

員
の
方
に
「
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
」

を
登
録
す
る
こ
と
は
災
害
時
に
繋
が

る
確
率
は
確
実
に
上
が
り
、
情
報
提

供
や
収
集
の
選
択
肢
も
広
が
り
、
ま

た
災
害
応
急
業
務
を
す
る
方
の
役
割

認
識
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
消
防
団
幹
部
と
協
議
し
、
そ

の
方
向
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
本
市
に
は
、
よ
く
出
来
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
が
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
方
が
携
帯
す
る

に
も
便
利
で
、
広
告
費
を
払
っ
て
協

賛
し
て
く
れ
る
企
業
を
募
れ
ば
公
費

削
減
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
公
民
連
携
事
業
は
大
変
重
要

で
、
次
期
改
定
の
時
に
は
積
極
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
田
原
市
の
防
災
減
災

に
つ
い
て

印南　典子 議員

一般質問

　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧
いただく際は、市のホームページの「大田原
市議会」から「議会中継」のページへお進み
ください。また、タブレット端末及びス
マートフォンからも視聴できます。
　なお、本会議の録画映像も市ホームページ
にて配信しておりますので
ぜひご覧ください。

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

●大田原市ホームページ
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

●お問い合せ先
大田原市議会事務局　☎２３－８７１４

●アクセス方法

会　期 （予定）

12月5日（月）

12月15日（木）

12月5日（月）

12月15日（木）

開催のお知らせ

市議会ＨＰはこちらから

平成28年12月定例会

※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、
    議会ホームページで公開いたします。

〜



意見書
提 出

　９月定例会の最終日に議員より「タブレット端末等の導入にかかる予算
の拡充を求める意見書の提出について」（案）が議長に提出され、本会議に
おいて議員案第３号として上程し、可決いたしました。なお、この意見書に
つきましては、議長において関係機関へ送付いたしました。

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤作りにとってきわめて重要であります。国は、
2020年までに小中学生の児童生徒１人に１台のタブレット端末の導入を掲げていますが、地域経済は
穏やかに改善しているものの税収の低迷は依然として続いており、また、平成18年に改正された義務教
育費国庫負担金の減少により、地方自治体独自の教育予算の確保は限界にきています。
　ＩＣＴの推進、特にタブレット端末の授業での活用は、子どもたちの学習に取り組む意欲や態度が普
段の授業より、明らかに向上しているとは感じていますが、市内小中学校には１クラス分のタブレット
端末しか設置できていない状況にあります。
　ＩＣＴを活用した授業を参観しましたが、教員は電子黒板と連動した児童生徒へのタブレット端末に
映像や写真を配布し、児童生徒から回答や意見を電子黒板に投影するといった授業を行っていました。
タブレット端末を使用した授業は、教室内にいる全児童生徒の理解度を教員が把握しながら授業を進め
る双方向性の取れた授業であり、子どもたちの思考力を育くむ上でも大変有効です。
　しかしながら、地方財政が逼迫している中、学校施設、教材費、就学援助・奨学金制度など教育に掛かる
費用は、年々増加をしており教育条件の自治体間格差が拡がってきています。このようなことから、自治
体の財政力の違いによって、子どもたちが受ける教育水準に格差があってはなりません。
　教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させる必要があることから、下記の事項の実現につい
て要望いたします。

記

１　2020年までに小中学校の児童生徒１人に１台のタブレット端末の整備をすすめるための制度の
　　確立及び予算措置を講ずること
２　電子黒板、電子教科書、無線ＬＡＮ工事及びインターネット等の使用料等について、必要な予算措置
　　を講ずること
３　教員等のＩＣＴ活用指導力の向上を目指すため、教員等を育成するアドバイザーや教員のＩＣＴ活用
　　をサポートするＩＣＴ支援員の雇用費用の予算措置を講ずること

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年9月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県大田原市議会議長　　　引　地　達　雄　　
　　

　提出先 ： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣

タブレット端末等の導入にかかる予算の拡充を求める意見書

おおたわら市 議会だより（17） 平成 28 年11月1日



全
員
協
議
会

民
生
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　

9
月
12
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　

8
月
10
日

１　

所
管
事
項
調
査

　
　
　

8
月
12
日

１　

所
管
事
項
調
査

　
　
　

9
月
13
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　

8
月
10
日

１　

所
管
事
項
調
査

　
　
　

9
月
13
日

１　

意
見
書
案
の
審
査

　
　
　

8
月
29
日

１　

平
成
28
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
20
日

１　

議
員
案
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
7
日

１　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て

３　

会
議
日
程
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
12
日

１　

各
分
科
会（
第
１
分
科
会
、第
２
分
科
会
）

　
　
　

9
月
13
日

１　

各
分
科
会（
第
３
分
科
会
、第
４
分
科
会
）

　
　
　

9
月
14
日

１　

全
体
会

　
　
　

7
月
11
日

１　

各
会
派
か
ら
の
議
員
定
数
報
告
及
び
無
会
派
議
員
の

　
　

議
員
定
数
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
に
つ
い
て

２　

議
員
定
数
報
告
を
受
け
て
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
　
　

8
月
1
日

１　

議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
経
過
報
告（
案
）

　
　

に
つ
い
て

２　

議
員
報
酬
に
つ
い
て

３　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
５
日

１　

議
員
報
酬
及
び
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
28
日

１　

議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
結
果
報
告
書（
素
案
）

　
　

に
つ
い
て

　
　
　

9
月
20
日

１　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

7
月
11
日

１　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

２　

議
会
報
告
会
の
報
告
書
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
21
日

１　

議
会
だ
よ
り
の
協
議
に
つ
い
て

２　

議
会
報
告
会
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　
　
　

7
月
15
日

　
　（
報
告
事
項
）

１　

次
期
大
田
原
市
総
合
計
画
基
本
構
想
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

　
　

ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

２　

第
36
回
与
一
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

３　

議
会
報
告
会
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

8
月
12
日

　
　（
報
告
事
項
）

１　

大
田
原
市
新
庁
舎
建
設
工
事
の
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

２　

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
年
次
報
告
書
に

　
　

つ
い
て

３　

平
成
28
年
度
大
田
原
市
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

４　

大
田
原
市
地
域
防
災
計
画
及
び
大
田
原
市
水
防
計
画
の

　
　

配
布
に
つ
い
て

５　

敬
老
関
係
事
業
に
つ
い
て

６　

第
６
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て

７　

大
田
原
市
議
会
議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

　
　

経
過
報
告
に
つ
い
て

８　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
報
告
に

　
　

つ
い
て

９　

大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
総
会

　
　

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

8
月
29
日

　
　（
報
告
事
項
）

１　

市
内
中
学
校
部
活
動
中
の
事
故
に
つ
い
て

２　

議
会
報
告
会
に
お
け
る
市
民
の
意
見
等
に
対
す
る
検
討

　
　

結
果
の
報
告
に
つ
い
て

３　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
　

9
月
20
日

　
　（
報
告
事
項
）

１　

第
２
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行
政
改
革

　
　

年
度
別
実
施
計
画
（
平
成
27
年
度
実
績
及
び
計
画
期
間

　
　

全
体
）の
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て

２　
「
第
14
回
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
〜
映
像
と
文
字
〜
」の

　
　

開
催
に
つ
い
て

３　

那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
報
告
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

協議会及び委員会の内容 7月～9月

歴史民俗資料館にて

おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （18）



11
日　

◯
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　

◯
議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

14
日　

◯
西
尾
市
議
会
行
政
視
察
受
入

15
日　

◯
全
員
協
議
会

　
　
　

◯
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議
及
び
研

　
　
　
　

修
会

19
日　

◯
那
須
地
区
議
員
交
流
会

20
日　

◯
敦
賀
市
議
会
行
政
視
察
受
入

21
日　

◯
城
陽
市
議
会
行
政
視
察
受
入

27
日　

◯
長
門
市
議
会
行
政
視
察
受
入

1
日　

◯
議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

2
日　

◯
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察（
三
重

　
　
　
　

県
四
日
市
市
、三
重
県
鳥
羽
市
、

　
　
　
　

愛
知
県
知
多
市
4
日
ま
で
）

5
日　

◯
寒
河
江
市
議
会
行
政
視
察
受
入

9
日　

◯
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　

臨
時
会

10
日　

◯
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項
調
査

　
　
　

◯
文
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項
調
査

12
日　

◯
全
員
協
議
会

　
　
　

◯
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項
調
査

24
日　

◯
那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

26
日　

◯
県
北
５
市
議
長
会
議

29
日　

◯
全
員
協
議
会（
臨
時
）

　
　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

5
日　

◯
平
成
28
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　

招
集（
本
会
議
）

　
　
　

◯
議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

7
日　

◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

◯
決
算
審
査
特
別
委
員
会

8
日　

◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

9
日　

◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

12
日　

◯
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

◯
決
算
審
査
特
別
委
員
会
第
１
及
び

　
　
　
　

第
２
分
科
会

13
日　

◯
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　

◯
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

◯
決
算
審
査
特
別
委
員
会
第
３
及
び

　
　
　
　

第
４
分
科
会

14
日　

◯
決
算
審
査
特
別
委
員
会
全
体
会

20
日　

◯
本
会
議（
議
決
）

　
　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

◯
全
員
協
議
会

　
　
　

◯
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

21
日　

◯
広
報
広
聴
委
員
会

28
日　

◯
議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　

◯
那
須
市
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　
　

及
び
勉
強
会

29
日　

◯
鳩
山
町
議
会
行
政
視
察
受
入

8
月

9
月

議
会
日
誌

議
会
日
誌

知多市役所にて

「
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
」

　

定
例
議
会
ご
と
に
議
員
が
直

接
地
域
に
出
か
け
、
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
出
席
者
を
増
や
す

た
め
に
、
土
曜
日
に
実
施
す
る

等
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
真
珠
会
議
に
つ
い
て
」

　

鳥
羽
市
の
名
誉
市
民
で
真
珠

王
の
御
木
本
幸
吉
氏
に
ち
な
ん

だ「
真
珠
会
議
」を
６
月
定
例
会

に
開
催
し
、
議
場
に
お
い
て
市

内
の
小
学
生
や
市
民
団
体
等
に

よ
る
手
作
り
の「
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
」を
開
催
し
て
い
る
。

「
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
」

　

議
会
報
告
会
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
６
年
間
実
施
さ
れ
て
来

た
が
、
今
年
度
は
休
止
し
て
お

り
、
新
た
な
議
会
報
告
会
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

「
議
会
活
性
化
に
つ
い
て
」

　

平
成
25
年
度
に
議
会
基
本
条

例
が
施
行
さ
れ
、
地
域
主
権
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
の
代
表

機
関
と
し
て
改
革
を
進
め
て
い
る
。

「
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
」

　

議
会
報
告
会
を
日
曜
日
に
市

民
体
育
館
大
会
議
室
に
て
、
全

議
員
が
一
堂
に
介
し
て
、
常
任

委
員
会
報
告
と
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
い
る
。

議
会
運
営
委
員
会
８
月
２
日
〜
４
日 

（
所
管
事
項
調
査
）

委
員
会
行
政
視
察
報
告

一
　
三
重
県
四
日
市
市

三
　
愛
知
県
知
多
市

二
　
三
重
県
鳥
羽
市

7
月

おおたわら市 議会だより（19） 平成 28 年11月1日



※
11
月
下
旬
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

●
平
山
さ
ん

　

私
は
議
会
傍
聴
を
し
た
の
が
今

回
が
初
め
て
で
し
た
。
議
会
の
内
容

は
議
員
の
一
般
質
問
で
。
歴
史
遺
産
、

環
境
行
政
、
健
康
に
関
す
る
内
容

で
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
を
傍
聴
し
活
発
な

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。
積
極
的

に
発
言
を
し
、
市
民
の
た
め
に
一
生

懸
命
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
員
の
方
々
や
市

役
所
職
員
の
方
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

●
小
池
さ
ん

　

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大

田
原
市
役
所
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
初
め
て
の
市
議
会

の
傍
聴
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
大
田
原
市
の
環

境
や
食
べ
物
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
討
論
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
田
原
市
の
伝
統
的
な
お
祭
り
や

食
文
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
様

子
を
見
学
し
、
市
の
歴
史
を
現
代

に
お
い
て
も
生
か
し
て
い
こ
う
と
い

う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
普

段
中
々
で
き
な
い
経
験
を
し
、
今

後
の
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
髙
橋
さ
ん

　

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
環

と
し
て
、
市
議
会
の
傍
聴
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
議
会
を
傍
聴
す
る
の
は

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
議
会
の

内
容
は
、大
田
原
市
に
暮
ら
す
人
々

が
安
全
に
生
活
す
る
た
め
の
様
々

な
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

の
議
論
を
聞
き
、
自
分
の
視
野
が

大
い
に
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、

自
分
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大田原市ホームページ　　http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

質
問
通
告
者
と
質
問
事
項

①
防
災
対
策
の
取
り
組
み
の
推
進

　

に
つ
い
て

②
大
田
原
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
つ

　

い
て

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

①
大
田
原
ふ
る
さ
と
大
使
・
国
際
親

　

善
大
使
等
の
委
嘱
に
つ
い
て

②
地
域
防
災
に
つ
い
て

③
黒
羽
藩
の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
に
つ
い
て

②
小
学
生
の
水
泳
教
室
に
つ
い
て

③
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助

　

成
に
つ
い
て

④
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
対
応
に
つ
い
て

①
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

②
大
田
原
市
の
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
市
内
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

②
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
の
取
り

　

組
み
に
つ
い
て

①
栃
木
県
の
大
田
原
地
域
雇
用
開

　

発
計
画
に
対
す
る
本
市
の
対
応

　

に
つ
い
て

②
選
挙
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
及
び
投
票
率

　

向
上
対
策
に
つ
い
て

③
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等
を

　

活
用
し
た
園
芸
振
興
に
つ
い
て

①
学
童
保
育
の
施
設
整
備
と
保
育

　

の
質
の
向
上
に
つ
い
て

②
那
須
塩
原
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

の
設
置
に
つ
い
て

③
位
置
情
報
ゲ
ー
ム
等
新
し
い
技

　

術
へ
の
対
応
と
有
効
利
用
に
つ

　

い
て

①
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

②
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

①「
子
ど
も
の
貧
困
」対
策
に
つ
い
て

②
大
田
原
市
の「
非
核
平
和
都
市
宣

　

言
」に
つ
い
て

③「
道
徳
の
教
科
化
」に
つ
い
て

①
地
域
公
共
交
通
政
策
の
在
り
方

　

に
つ
い
て

②
公
契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き

③
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
首
都
圏
の
高

　

齢
者
の
地
方
移
住
推
進
）へ
の
取

　

り
組
み
は
慎
重
に
す
べ
き

④
市
民
が
納
め
る
血
税
の
使
い
方

　

は
大
切
に
、ま
た
透
明
度
も
高
め

　

る
べ
き

⑤
６
月
議
会
の
継
続
質
問
に
つ
い
て

①
新
庁
舎
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

②
健
康
経
営
に
つ
い
て

①
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
各
地
区

　

の
要
望
と
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

②
18
歳
選
挙
権
導
入
に
お
け
る
投

　

票
結
果
と
今
後
の
本
市
の
考
え

　

に
つ
い
て

③
大
田
原
市
子
ど
も
未
来
館
の
利
用

　

に
つ
い
て

①「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
市
宣
言
」

　

に
つ
い
て

②
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

③
教
育
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て

④「
高
齢
者
が
笑
顔
で
百
歳
を
迎
え

　

ら
れ
る
大
田
原
市
」に

⑤
青
年
の
働
く
場
を
ど
う
つ
く
る

　

の
か

⑥
農
業
問
題
に
つ
い
て

⑦
市
民
の
声

①
観
光
行
政
に
つ
い
て

②
Ｐ
Ｒ
看
板
に
つ
い
て

③
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
に
つ
い
て

④
消
防
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

①
市
内
の
溢
水
対
策
に
つ
い
て

②
歩
道
の
整
備
と
安
全
対
策
に
つ

　

い
て

③
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

①
総
合
計
画
の
基
本
構
想（
案
）に

　

つ
い
て

②
都
市
計
画
税
は
廃
止
の
方
向
性

　

で
考
え
る
べ
き

①
大
田
原
市
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

②
大
田
原
市
の
防
災
、減
災
政
策
に

　

つ
い
て

◯ 

菊
池
　
久
光 

議
員

◯ 

大
豆
生
田
　
春
美 

議
員

◯ 

滝
田
　
一
郎 

議
員

◯ 

小
池
　
利
雄 
議
員

◯ 

中
川
　
雅
之 

議
員

◯ 

鈴
木
　
央 

議
員

◯ 

君
島
　
孝
明 

議
員

◯ 

秋
山
　
幸
子 
議
員

◯ 

深
澤
　
賢
市 

議
員

◯ 

弓
座
　
秀
之 

議
員

◯ 

千
保
　
一
夫 

議
員

◯ 

小
野
寺
　
尚
武 
議
員

◯ 

印
南
　
典
子 

議
員

◯ 

星
　
雅
人 

議
員

◯ 
櫻
井
　
潤
一
郎 

議
員

◯ 

髙
野
　
礼
子 

議
員

◯ 

本
澤
　
節
子 

議
員

傍聴席にて

おおたわら市 議会だより 平成 28 年11月1日 （20）


	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20

